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2021 年度人間環境大学看護学部学生アンケート結果 2021.11.3 学生委員会資料 

実施期間：2021 年 9月 3日 9 月 13 日 対象者：人間環境大学看護学部学生（1年～4年） 回答数：377 名 

＜基本情報＞ 

 

 

＜自宅での生活について＞ 
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＜大学提供のサービスの利用・相談について＞ 
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＜学生交流について＞ 

 

 

＜クラブ・サークル活動について＞ 

 

 

 

＜学費やアルバイトなどの生活について①＞ 

住居について「下宿」と答えた方 
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＜学費やアルバイトなどの生活について②＞ 

 

 

奨学金の貸与・給付、教育ローンを受けている方 

 

 

 

 

 

＜学費やアルバイトなどの生活について③＞ 
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＜大学への評価・要望について＞ 

 



学生アンケート結果（２０２１年９月実施） 

 

 在学生３７７人から回答があった。 

 

● 自宅での生活について 

・朝食…きちんと食べてない人が２０％以上いる。 

・睡眠時間…６～７時間が一番多く、５時間未満も８％程度いる。 

・授業時間外の 1日の学習時間…３０．８％の学生が 1時間未満と一番多く、 

２７．９％の学生が１時間以上２時間未満であった。 

ほとんどしない学生が１２％いるが、一方で２８．８％の学生は２時間以上であった。 

・読書時間…１週間の読書時間は、７０％以上の学生がほとんど読書をしていない。 

・ボランティア・サークル活動…約４０％に経験があり、興味がない人も約３０％いる。 

  ・ニュースの入手手段…インターネットやテレビがほとんどで、新聞はごく一部。 

  ・SNSの使用時間…1日２～３時間が一番多く、中には５時間以上もいる。 

 

  ⇒学生の生活をみると、家庭学習時間が少ない学生が多いことから、 

今後指導をしていく必要がある。 

  

● 大学提供のサービスの利用・相談について 

・大学からのメール…ほとんどの学生が頻度の違いはあるが見ている。 

・学生相談室…ほとんどの学生が利用したことがない。 

あることすら知らない学生が８％程度いる。 

 ・教職員への相談…４０％の学生が、悩みや不安を相談したと回答した一方、相談はしな 

          い学生も１８％いた。 

 ・不安や悩み…一番は国家試験、次いで将来の進路、学修の順となっている。 

 ・ハラスメントの相談窓口…ほとんどが利用していない。あることすら知らない学生も 

              一部いた。 

 

⇒上記の状況より、今後学生へのハラスメント相談窓口等の情報提供をより強化すること

が必要である。 

 

● 学生交流について 

・学生主体のイベントは４３％が必要と回答しているが、１３％は必要ないと回答して 

いる。 

  ・どんな企画を希望…学部生での交流が一番多く、岡崎キャンパスなど他大学との交流、 

   新入生歓迎イベントの順になっている。 

 

 ⇒学生主体の学部内でのイベントが必要と思っており、今後イベントのあり方も含め、 

検討が必要である。 



● クラブ・サークル活動について 

・現在の状況…約７０％がクラブ・サークルに所属していない。２５％が大府キャンパス 

 の団体に所属して、大府キャンパス内施設で活動している。 

 

⇒多くの学生が活動をしていないので、魅力あるクラブ・サークル活動や学生が望む 

クラブ・サークルの設立も支援する必要がある。 

 

● 学費やアルバイトなどの生活について 

・学費の負担…５５％が親の負担。それ以外は奨学金を活用しているが、一部の学生は 

  アルバイト代で負担している。 

・奨学金…JASSOの奨学金が３５％、その他の奨学金等も利用し、学費に使用している。 

  ・アルバイト…３０％が行っており、休日、平日、休暇中を問わず 1日４時間以上 

週２～３日が一番多い。1か月に５万円以上の収入が一番多く、 

９０％近くが３万円以上の収入がある。一番の使用目的は趣味、 

次いで生活費、衣服代、学費の順になっている。 

ブラックバイトなどの被害にはほとんど遭っていない。 

 

  ⇒コロナ禍で経済的に厳しい状況に置かれている学生もいる。 

奨学金の利用も含め、今後とも経済的に支援していく必要がある。 

   

● 大学への評価・要望について 

・大学の評価…普通以上が８３％であり、大学の全体的な評価は概ね高い。 

・大学のイメージの変化…良い、変わらないとの回答が合わせて７２％、悪いとの回答が

１９％おり、何が原因で悪くなったのか不明である。 

  ・大学の立地環境…７０％が特に問題なしと回答している。学生生活に不便が１２％いる 

が、これは大学周辺に店舗等がないことが考えられる。 

  ・学生生活の満足度…普通以上が９３％おり、満足度が高い。 

  ・就職・進路の支援体制…普通以上が約９０％おり、支援体制についても満足度は高い。 

 

 ⇒概ね大学への評価は良好であるが、更に評価が上がるよう、今後とも学生の要望に応え

られるよう努力する必要がある 


